
まちのうごき

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今今月の主な内容（Contents）

２

健康診査を受診しましょう

確定申告はお早めに！

第 5回香美町の四季を詠う短歌・俳句祭

役場各課などからのお知らせ　　ほか

－最速のライン、最高の瞬間を目指し－
第 62 回兵庫県高等学校総合体育大会スキー競技会

　旗門から旗門へ。

　自分の限界に挑み続け、雪上の格闘技ともい

われるスキーアルペンのスラローム種目。

　1月 13 日に県の高校総体スキー競技会がお

じろスキー場で開かれ、1本目 37 旗門、2 本

目 40 旗門の合計タイムを競いました。

　写真は優勝した西谷勇
ゆ う す け

祐選手（村岡区大笹）。

71
平成 23 年（2011）

2

4

14
16

（別冊 新成人おめでとう！、けいじばん、いきいきカレンダー）



広報 ふるさと香美 2011.2 － 2

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

健康
診査

「受けて安心」
健康づくりのスタートを！

●問い合わせ先　役場健康課

　　　　　　　　各地域局健康福祉課

　

受
診
率
を
高
め
る
た
め
、
が
ん
検
診
と
同

日
に
実
施
し
、
ま
た
検
査
項
目
を
追
加
す
る

な
ど
健
診
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
曜
日
の
健
診
を
行
う
な
ど
受
診
し
や

す
い
体
制
を
と
っ
た
も
の
の
、
今
年
度
の
国

保
加
入
者
の
受
診
率
は
36
・
９
％
に
と
ど
ま

り
、
毎
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

　皆さんの健康づくりを応援する特定健診、がん検診、歯科検診などの「健康診査」（健診）に

ついて、今年度の実施状況をお伝えするとともに、来年度の健診計画などについてご紹介します。

　各家庭に「健診申込書」を配布していますので、元気に明るく人生を楽しむためにもぜひ受診

しましょう。健康は「人生の宝物」です！

　

地
区
別
に
見
る
と
、
口
佐
津
地
区
で
は

50
％
を
超
え
て
い
た
も
の
の
全
体
的
に
昨
年

を
下
回
っ
て
い
て
、
余
部
地
区
は
29
・
９
％

と
３
割
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
２
）。

　

行
政
区
別
で
は
、
小
代
区
久
須
部
が
85
・

７
％
、
次
い
で
村
岡
区
相
田
が
83
・
３
％
と

高
い
受
診
率
を
示
し
、
香
住
区
九
斗
、
村
岡

区
池
ヶ
平
、
小
代
区
野
間
谷
と
猪
之
谷
が

65
％
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

受
診
率
の
目
標
は
65
％
！

　

国
の
示
す
受
診
率
目
標
は
、
平
成
24
年
度

に
65
％
で
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
で
き
な
い

と
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
（
75
歳
以
上
の
人

が
使
っ
た
医
療
費
に
対
し
、
国
保
加
入
者
が

負
担
す
る
お
金
）」
の
額
が
最
大
10
％
増
額

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
負

担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
の
国
保
加
入
者
の
一
人

当
た
り
医
療
費
が
、
特
定
健
診
受
診
者
の
３

７
８
５
９
円
に
対
し
て
未
受
診
者
は
７
９
５

９
９
円
と
な
る
な
ど
、
受
診
者
に
比
べ
未
受

診
者
の
医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
受

診
が
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
重
症

化
に
よ
る
医
療
費
の
高
額
化
を
抑
制
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
今
年
度
初
め
て
受
診

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
「
特
定
健
診
」

50

40

30

20

10

0

39.7％ 39.4％
36.9％

…受診率

（％）

平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

図 1　受診率の年度別推移
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36.9％

33.7％

（％）

…受診率
図 2　地区別受診率
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し
た
人
は
１
８
８
人
で
、
総
受
診
者
の
約

５
％
で
し
た
。
忙
し
い
生
活
の
中
で
は
健
康

を
な
か
な
か
意
識
で
き
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

体
の
状
態
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

健
診
を
積
極
的
に
受
診
し
、
自
分
自
身
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
健
康
状
態
は
…

　

受
診
結
果
か
ら
、「
異
常
な
し
」
と
判
断

さ
れ
た
人
は
７
・
１
％
。
９
割
以
上
の
受
診

者
に
何
ら
か
の
異
常
が
見
ら
れ
、
そ
の
う
ち

要
継
続
治
療
の
人
は
約
４
割
近
く
に
も
上
り

ま
し
た
。

　

検
査
項
目
別
に
は
、
脂
質
、
血
圧
、
肝
臓

の
順
に
異
常
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
多

く
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ

ボ
）
に
起
因
す
る
も
の
で
、
肥
満
者
が
多
い

本
町
で
は
、
メ
タ
ボ
の
該
当
者
や
そ
の
予
備

軍
も
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

未
受
診
者
の
中
に
は
『
現
在
、
治
療
中
だ

か
ら
健
診
は
必
要
な
い
』
と
考
え
る
人
も
い

ま
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
高
血
圧
で
治
療
中

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ほ
か
の
病
気
や
が
ん
な

ど
は
健
診
を
受
診
し
な
い
と
発
見
が
困
難
で

す
。
健
診
を
受
け
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
の
２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
い
わ
れ

る
「
が
ん
」。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

り
約
半
数
の
人
が
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
一
部
を
除
い

て
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
（
図
４
）
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
怖
が
ら
ず
、
定
期
的
に
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

検
診
で
異
常
が
認
め
ら
れ
、
精
密
検
査
を

受
け
た
人
の
中
に
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
今
も
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
人
が

多
く
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
歯
科
医
院
で
40
歳
、
50
歳
の
人

を
対
象
に
行
っ
て
い
た
歯
周
疾
患
検
診
で
す

が
、
今
年
度
は
よ
り
多
く
の
人
に
受
診
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
の
会

場
で
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

83
人
が
受
診
し
た
結
果
、「
異
常
な
し
」

は
約
２
割
、
精
密
検
査
が
必
要
な
人
は
約
８

割
に
も
上
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
人
生
、
豊
か
な
食
生
活
を
送
る
た

め
に
も
、
丈
夫
で
健
康
な
歯
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
む
し
歯
や
歯
周
病
を
早
期
発
見
、
早
期

治
療
す
る
た
め
に
も
定
期
的
な
検
診
を
受
け

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

怖
が
ら
ず
に
「
が
ん
検
診
」

「
歯
科
検
診
」
で
健
康
な
歯
を
！

　

来
年
度
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
人
に
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
よ
う
に
健
診
が

変
わ
り
ま
す
。

・ 

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
、
が
ん
検
診
と
併
せ

て
、
腹
部
超
音
波
検
診
や
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・ 

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
は
、
待
ち
時
間
や
受

診
時
間
が
短
く
な
る
よ
う
に
予
約
制
に
し

ま
す
。

・ 

来
年
度
中
に
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
を
迎
え
る
人
の
大
腸
が
ん
検
診
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

・ 

公
立
八
鹿
病
院
で
の
個
別
健
診
を
通
年
実

施
し
ま
す
。

…香美町（上段数値）

…県平均（下段数値）

（％）

13.7％ 11.1％

75.2％

11.6％ 9.1％

79.0％

該当者 予備軍 非該当者

図 3　メタボ該当者の比較

肺がん検診

大腸がん検診

胃がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

（％）

平成 20年度平成 19年度平成 18年度 平成 21年度 平成 22年度

図 4　がん検診の受診率年度別推移

平
成
23
年
度
の
健
診
計
画

年齢・医療保険の別 健診名

20～ 39 歳 町ぐるみ総合健診

40～ 74歳

国保加入者
・町ぐるみ総合健診

・公立八鹿病院個別健診

上記以外

加入している医療保険者の行う健診

（受診券があれば町ぐるみ総合健診

も受診可能）

75歳～

町ぐるみ総合健診

※ 糖尿病や高血圧症などの持病があ

る場合はかかりつけ医に相談

※ 生活保護受給者は町ぐるみ総合健診が受診可能。
※ 上記のいずれかに該当する場合でも、会社や事業所などに勤める人
は職場健診を受診してください。

特定健診

がん検診
　加入する医療保険に関係なく「町ぐるみ総合健診」

で、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、前立腺

がん検診が受診できます。

　また、検診車による「女性の検診」で子宮がん検診

と乳がん検診が、公立香住病院で子宮がん検診が、公

立八鹿病院で乳がん検診がそれぞれ受診できます。

※ 国保加入者は、公立八鹿病院で特定健診と併せて各種がん検診が受
診可能。

※ 検診種別により対象年齢が異なります。

健診はどこで受けられるの？
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確確
定

告
申申

申
告
期
間
は

２２
月

1616
日
（
水
）
か
ら

３３
月

1515
日
（
火
）
で
す
。

窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
を
！

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
対
象
者
は
「
無
収

入
」
で
も
申
告
を
！

農
業
所
得
は
収
支
計
算
を
！

医
療
費
控
除
の
領
収
書
は
整
理
！

「
申
告
用
紙
」
を
必
ず
持
参
！

　

確
定
申
告
に
は
、
所
得
税
、
住
民
税
（
町

民
税
県
民
税
）、
国
民
健
康
保
険
税
の
３
種

類
が
あ
り
、
こ
の
申
告
は
平
成
22
年
中
に
収

入
が
あ
っ
た
人
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
１
つ
の
会
社
か
ら
の
給
与
所
得

だ
け
の
人
（
年
末
調
整
を
受
け
た
人
）
で
、

ほ
か
に
所
得
控
除
が
な
い
人
は
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、65
歳
以
上
（
今
年
１
月
１
日
現
在
）、

１
４
８
万
円
以
下
の
公
的
年
金
収
入
だ
け
の

人
で
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い

場
合
も
還
付
が
発
生
し
ま
せ
ん
の
で
申
告
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
場
合
や
、
年
金
額
が
１
４
８
万
円
以
上
あ

る
場
合
、
ま
た
、
年
金
収
入
以
外
に
雑
収
入
、

不
動
産
収
入
、
農
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
の
種
別

　

①
所
得
税
確
定
申
告
書

　
　

 

所
得
税
の
納
税
、
還
付
請
求
が
必
要
な

場
合

　

②
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

　

国
民
健
康
保
険
制
度
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
税
、
保
険

料
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
中
に
ま
っ
た
く
収
入
が
な
い
人

に
つ
い
て
も
「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
申
告
書
」
で
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
税
、
保
険
料
を
減
額
す
る
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
は
収
支
計
算
で
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
家
族
が
食
べ
る
分
だ
け
を
作
っ

て
い
て
売
り
に
出
し
て
い
な
い
場
合
で
、
確

実
に
赤
字
に
な
る
場
合
は
農
業
所
得
の
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
に
際
し
て
は
、
農
業
に
関
す
る
金
額

が
わ
か
る
書
類
（
通
帳
、
売
上
伝
票
、
請
求

書
、
領
収
書
な
ど
）
を
整
理
し
、
事
前
に
配

布
し
て
い
る
資
料
な
ど
で
収
支
計
算
書
を
作

成
し
て
か
ら
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
の
際
、
収
支
計
算
書
を
ご
用
意

い
た
だ
く
と
短
時
間
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
に
収
支
計
算
書
を
作
成
し
て

い
な
い
と
申
告
相
談
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
領
収
書
を
整
理
し
て
い
な
い
と
確
認

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
個
人
別
、
医
療
機

関
別
に
整
理
し
、
合
計
金
額
を
計
算
し
て
か

ら
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
確
定
申
告
を
行
っ
た
人
に
は
必
要

な
用
紙
が
税
務
署
か
ら
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
申
告
書
」
は
、
各
区
、
自
治
会
を
通
じ
て

全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

申
告
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、
必
ず
こ

れ
ら
の
申
告
用
紙
と
所
得
な
ど
が
わ
か
る
資

料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
税
務
署　

℡
０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
１

　
　

 

所
得
税
の
納
税
、
還
付
請
求
の
必
要
は

な
い
が
、
収
入
が
あ
り
、
申
告
の
必
要

が
あ
る
場
合

各
申
告
書
の
提
出
先

　

① 

豊
岡
税
務
署
ま
た
は
役
場
税
務
課
、
各

地
域
局
地
域
振
興
課

　

②
役
場
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
告
書
の
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.g
o.jp/

）
で
は
、
税
務
署
提
出
用
の
所

得
税
確
定
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
！
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場

合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

申告・納税相談日程表

名　称　・　会　場 日　程 受付時間

町納税相談

役場本庁舎 1階第 1会議室

通常申告相談 2月 16日（水）～ 3月 15日（火）の平日
9:00 ～ 15:00

給与所得者対象の休日納税相談 3月 6日（日）

商工会相談

香美町商工会館 2月 18日（金）、24日（木）、3月 3日（木）10:00～ 15:30

香住区

名　称　・　会　場 日　程 受付時間

町納税相談

村岡地域局 3階 303 会議室

通常申告相談 2月 16日（水）～ 3月 15日（火）の平日
7:30 ～ 9:00

（地域振興課）

9:00 ～ 15:00

（3階第 5会議室）
給与所得者対象の休日納税相談 3月 6日（日）

商工会相談

香美町商工会村岡支所 3月 2日（水） 10:00～ 15:30

村岡区

名　称　・　会　場 日　程 受付時間

町納税相談

小代区総合センター 2階青年研修室

通常申告相談 2月 16日（水）～ 3月 15日（火）の平日
9:00 ～ 16:00

給与所得者対象の休日納税相談 3月 6日（日）

商工会相談

香美町商工会小代支所 2月 28日（月） 10:00～ 15:30

小代区

早期取得をおすすめします！
住基カードが 4月 1日から有料に

●問い合わせ先　役場町民課、各地域局健康福祉課

　住民基本台帳カード（住基カード）は、市町

村が交付する安全性の高い IC カードで、運転

免許証を持たない、またはすでに返納された人

などにとって公的な身分証明書として利用でき

ます。

　現在、無料で交付していますが、4月 1日か

らは手数料として 500 円が必要になりますの

で、この無料期間内での取得をおすすめします。

▲写真付きタイプ

▼写真なしタイプ

とっても便利 !!
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

第５回
香美町の四季を詠

う た

う短歌・俳句祭
　「海のまち」、「山のまち」の自然、生活、歴史、文化、風土などを題材に短歌・　「海のまち」、「山のまち」の自然、生活、歴史、文化、風土などを題材に短歌・
俳句を募集した第 5回香美町の四季を詠う短歌・俳句祭。俳句を募集した第 5回香美町の四季を詠う短歌・俳句祭。
　今年は短歌 1,133 人、1,515 首、俳句 1,137 人、1,720 句の応募がありました。　今年は短歌 1,133 人、1,515 首、俳句 1,137 人、1,720 句の応募がありました。
　短歌・俳句とも、小学生、中学生、一般（高校生を含む）の各部門で、最優秀（1点）、　短歌・俳句とも、小学生、中学生、一般（高校生を含む）の各部門で、最優秀（1点）、
優秀（海の部・山の部それぞれ 1点）、佳作（10 点）、計 78 点の入賞作品を選定。優秀（海の部・山の部それぞれ 1点）、佳作（10 点）、計 78 点の入賞作品を選定。
2月26日（土）午後2時から香住区中央公民館で「第5回香美町の四季を詠う短歌・2月26日（土）午後2時から香住区中央公民館で「第5回香美町の四季を詠う短歌・
俳句祭の集い」を開催し、入賞作品の発表と入賞者の表彰を行うとともに、作品俳句祭の集い」を開催し、入賞作品の発表と入賞者の表彰を行うとともに、作品
選評会を開催します。多くの皆さんのお越しをお待ちしています。選評会を開催します。多くの皆さんのお越しをお待ちしています。
　本ページでは、各部門の最優秀賞と優秀賞の作品をご紹介します。（敬称略）　本ページでは、各部門の最優秀賞と優秀賞の作品をご紹介します。（敬称略）

◆ 

短 

歌 

◆

◆ 

俳 

句 

◆

◇
小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

 

ゆ
う
す
げ
の
お
か
か
ら
海
を
み
わ
た
せ
ば
夕
日
と
い
さ
り
び

い
ま
い
れ
か
わ
る　
　
　
　

稲
葉 

佳か

よ

り由
（
香
住
小
５
年
）

・
優
秀
賞

　

 

底
引
き
船
航
海
終
え
て
ペ
ン
キ
ぬ
り
九
月
の
出
航
待
っ
て
い

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井 

花か

り

ん鈴
（
柴
山
小
６
年
）

　

 

あ
き
の
そ
ら
か
ぜ
に
な
が
れ
る
い
わ
し
ぐ
も
か
ぜ
に
ゆ
れ
て

る
す
す
き
の
ほ
な
み　
　
　

西
尾 
夏か

な奈
（
兎
塚
小
５
年
）

◇
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

 

猿
尾
滝
毛
な
み
が
染
ま
る
秋
紅
葉
し
っ
ぽ
も
こ
ご
え
る
真
冬

の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
森 

颯そ

う

た太
（
香
住
一
中
２
年
）

・
優
秀
賞

　

 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
漁
火
ゆ
れ
る
日
本
海
漁
師
の
汗
が
海
へ
落
ち
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
野 

博ひ

ろ

み海
（
香
住
二
中
３
年
）

　

 

や
わ
ら
か
な
真
っ
白
ふ
か
ふ
か
じ
ゅ
う
た
ん
に
小
さ
く
眠
る

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ　
　
　
　
　
　

上
田 

美み

さ

と里
（
村
岡
中
３
年
）

◇
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞

　

 

但
馬
男
の
一ひ

と

よ代
の
仕
事
植
林
は
世
に
出
づ
る
な
く
眠
る
杉
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本 

し
づ
子こ

（
養
父
市
）

・
優
秀
賞

　

 

朝
ま
だ
き
蟹
市
告
げ
る
サ
イ
レ
ン
は
浜
の
暮
ら
し
の
モ
ー
ニ

ン
グ
コ
ー
ル　
　
　
　
　
　

駒
居 

博ひ

ろ

ゆ

き之
（
香
住
区
一
日
市
）

　

 

み
そ
仕
込
む
湯
気
た
ち
の
ぼ
る
集
落
の
く
ま
よ
け
す
ず
も
い

ら
ぬ
に
ぎ
わ
い　
　
　
　
　

八
木 

里り

か佳
（
香
住
区
米
地
）

◇
小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

よ
し
た
き
に
ほ
た
る
の
命
が
光
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明あ

け

ぼ

の

保
能 

紗さ

や耶
（
小
代
小
５
年
）

・
優
秀
賞

　

松
葉
ガ
ニ
冬
の
市
場
を
う
め
つ
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
椋 

博ひ

ろ

ふ

み文
（
香
住
小
５
年
）

　

は
ち
き
た
に
は
る
を
し
ら
せ
る
ざ
ぜ
ん
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田 

純じ

ゅ

ん

や也
（
兎
塚
小
５
年
）

◇
中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

冬
の
漁
船
漁
り
火
照
ら
し
い
ざ
出
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水 

千ち

あ

き晶
（
香
住
一
中
２
年
）

・
優
秀
賞

　

香
住
ガ
ニ
は
や
く
沢
山
食
べ
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内 

逸は

や

と人
（
香
住
一
中
１
年
）

　

し
ん
し
ん
と
ハ
チ
北
高
原
雪
つ
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

真ま

い衣
（
村
岡
中
３
年
）

◇
一
般
の
部

・
最
優
秀
賞

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
湾
ま
た
ぐ
秋
の
虹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二ふ

み

こ

三
子
（
香
住
区
浦
上
）

・
優
秀
賞

　

ハ
チ
北
の
水
に
還
り
ぬ
水
芭
蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋 

久く

み

え

美
枝
（
朝
来
市
）

　

海
鳴
り
の
御
崎
灯
台
夕
す
す
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

肇
は
じ
め

（
豊
岡
市
）

●問い合わせ先　町教育委員会社会教育課
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

みんな集まれ！

山陰海岸ジオパーク

●問い合わせ先　役場観光商工課

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
に
加
盟
し
た
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
。
こ
の
加
盟
で
さ
ら
に
勢
い
を
増
し
た
町
内
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
同
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
回
は
、
香
美
町
の
名
所
の
一
つ
「
棚
田
」
と
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
つ
な
が

り
や
、
先
日
行
わ
れ
た
ジ
オ
カ
フ
ェ
の
模
様
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
内
の
棚
田
で
は
、「
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
で
有
名
な
村
岡

米
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
岡
区
、
小
代
区
は
１
０
０
０
ｍ
級
の

山
々
が
連
な
り
、
深
い
谷
が
入
り
組
ん
だ
険

し
い
地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
坦
地
が
少

な
い
こ
の
周
辺
で
は
、
太
古
の
地
滑
り
あ
と

に
棚
田
が
作
ら
れ
、
豊
富
な
雪
解
け
水
な
ど

を
利
用
し
て
古
く
か
ら
稲
作
が
営
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　

お
い
し
い
米
が
栽
培
さ
れ
る
こ
の
棚
田
、

防
災
面
で
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

雨
水
や
地
下
水
を
た
め
て
洪
水
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
雨
水
が
谷
川
に
一
気
に
流
れ

下
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
き
ち
ん
と
手
入
れ
さ
れ
た
棚
田
は
、
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
な
ど
を
防
ぐ
、
ま
さ
に
「
緑
の
ダ
ム
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
棚
田
が
は
ぐ
く
ん
だ
米
が
お
い
し
い
理
由
は
、

①
水
が
き
れ
い
（
山
か
ら
染
み
出
し
た
養
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
）

②
空
気
が
き
れ
い
（
空
気
を
汚
す
工
場
な
ど
が
な
い
）

③ 

朝
晩
の
気
温
差
（
米
は
登
熟
期
の
朝
晩
の
寒
暖
差
が
大
き
い
ほ
ど
食
味
が
良
い

と
さ
れ
ま
す
。
棚
田
は
、
晩
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
の
朝
晩
の
気
温
差
が
大
き

い
の
で
お
い
し
い
米
が
で
き
ま
す
）

　

土
砂
災
害
な
ど
か
ら
集
落
や
人
々
を
守
る

と
と
も
に
、
お
い
し
い
米
を
は
ぐ
く
む
棚
田
。

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

棚
田
を

ジ
オ
ジ
オ
っ
て
み
よ
う
！

　

但
馬
の
雪
道
に
慣
れ
て
い
な
い
観
光
客
向
け

に
、
冬
の
お
す
す
め
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
掲
載
し

た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ッ
プ
簡
易
版
・
冬
の
巻
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

雪
の
中
で
も
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
ジ
オ
ス

ポ
ッ
ト
を
中
心
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

楽
し
み
方
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
香
美

町
海
の
文
化
館
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
ジ
オ
カ
フ
ェ 

de 

北
前
船
」
大
繁
盛
！

　

町
内
の
地
質
や
地
形
を
生
か
し
た
文
化
、

産
業
を
楽
し
く
学
ぶ
講
座
「
ジ
オ
カ
フ
ェ
」

が
１
月
13
日
、
香
美
町
海
の
文
化
館
で
初

め
て
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
20
人
が
参
加
。

リ
ア
ス
式
海
岸
の
「
自
然
の
港
」
を
利
用
し

た
北
前
船
を
テ
ー
マ
に
、
同
館
２
階
展
示
室

に
あ
る
宮
下
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
説
明
を
受

け
た
後
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気
の
中
で
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
で
は
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
な
ど
、
参
加
者
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
気
軽
に
聴
け
た
」、「
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
が
良
か
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。
な
か
に
は
「
お
茶
以
外
に
も
地
元
の

ス
イ
ー
ツ
が
あ
れ
ば
な
ぁ
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
も
。
ジ
オ
が
生
ん
だ
文
化
・

産
業
を
気
軽
に
学
ぶ
「
ジ
オ
カ
フ
ェ
」。
次
回
は
２
月
15
日
（
火
）
午
後
６
時

30
分
か
ら
香
住
文
化
会
館
で
、
北
前
船
を
テ
ー
マ
に
『
開
店
』
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

香
美
町
海
の
文
化
館 

今
井

　

（
℡
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１
）

▲ おいしい米をはぐくみ、人々とともにある「棚田」
（写真は小代区「うへ山の棚田」）

▲ 米・食味分析鑑定コン
クール国際大会で過去
4回金賞を受賞した「村
岡米」

ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ッ
プ
簡
易
版
・
冬
の
巻

▲活発な質疑が行われました
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病
気
の
予
防
や
重
病
化
を
防
ぐ
た
め
に
行

う
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、
国
が
法
律
で
定
め

る
接
種
の
ほ
か
に
、
皆
さ
ん
が
各
自
で
接
種

を
判
断
し
、そ
の
費
用
を
自
己
負
担
す
る「
任

意
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
任
意
接
種
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
が
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
助
成
を
始
め
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

子
宮
頸
が
ん
は
乳
が
ん
と
同
様
に
女
性
特

有
の
が
ん
で
、
性
交
渉
な
ど
で
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
が
原
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
定

期
的
な
検
診
で
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

深
刻
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
あ
る
細
菌

性
髄
膜
炎
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
こ
の

原
因
と
さ
れ
る
ヒ
ブ
（
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
や
肺
炎
球
菌
の
感

染
に
よ
る
発
症
、
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
こ
の
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン

は
医
師
の
判
断
に
よ
り
同
時
接
種
が
可
能
）

助
成
対
象
お
よ
び
期
間
と
接
種
費
用

　

接
種
時
に
町
内
に
住
所
の
あ
る
人
が
助
成

対
象
と
な
り
ま
す（
所
得
制
限
な
し
）。
ま
た
、

助
成
期
間
は
平
成
23
年
２
月
１
日
か
ら
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
で
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
と

助
成
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
接
種
費
用
（
医
療
機
関
に
よ
り
異

な
る
）
は
助
成
限
度
額
（
次
表
）
と
ほ
ぼ
同

額
で
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
…

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場
２
月
１
日
か
ら
３
種
類
の
予
防
接
種
に
助
成
を
始
め
ま
し
た

　

      　
　

 

〜 

子
宮
頸け

い

が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌 

〜 　

女
性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
「
子
宮
頸
が

ん
」
や
、
感
染
し
た
場
合
に
深
刻
な
後
遺

症
を
残
す
こ
と
が
あ
る「
細
菌
性
髄
膜
炎
」

な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
接
種
す
る
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
、
町
で
は
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

助
成
方
法

①
接
種
時
に
助
成
券
を
利
用

　

接
種
の
際
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
助
成
券

を
提
示
す
れ
ば
、
助
成
限
度
額
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
自
己
負
担
な
し
で
接
種
で
き
ま
す
。

②
接
種
後
に
接
種
費
用
の
一
部
を
払
い
戻
し

　

助
成
券
が
届
く
ま
で
に
接
種
し
た
場
合
な

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

助成券が利用可能な町内医療機関

医療機関名 電話番号

接種できる
ワクチン

子
宮
頸
が
ん

ヒ
ブ

小
児
用
肺
炎
球
菌

公立香住病院 36･1166 ○ ○ ○

山本クリニック 39･1525 ○ ○ ○

公立村岡病院 94･0111 － ○※ －

村瀬医院 94･0003 ○ － －

※公立村岡病院のヒブワクチンは  1 歳以上が対象です。
※ 町外の助成券が利用可能な医療機関は、豊岡市医師会
や美方郡医師会に所属し町と契約している医療機関お
よび公立八鹿病院です。

①
助
成
券
の
申
請

　

 

接
種
前
に
必
ず
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で
助
成
券

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
交
付
に
約
10
日
必
要
）。

　

 

な
お
、
申
請
の
際
に
必
ず
印
鑑
、
母
子
健
康
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
予
診
票
と
助
成
券
を
役
場
か
ら
送
付

　

  

予
診
票
は
医
療
機
関
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
接

種
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。（
助
成
券

が
利
用
可
能
な
医
療
機
関
の
一
覧
表
を
同
封
）

③
接
種
医
療
機
関
の
予
約
・
接
種

　

 

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
（
下
表
）
に
各
自
で

予
約
を
行
い
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

助成内容

ワクチン
種類

対象年齢
接種
回数

助成限度額
（1回あたり）

子宮頸がん 中学校１年生～高校１年生相当年齢 3回 15,000 円

ヒブ

生後２ヵ月～５歳未満の乳幼児

２ヵ月～７ヵ月未満 4回

8,000 円※７ヵ月～１歳未満 3回

１歳～５歳未満 1回

小児用

肺炎球菌

生後２ヵ月～５歳未満の乳幼児

２ヵ月～７ヵ月未満 4回

10,000 円
７ヵ月～１歳未満 3回

１歳～２歳未満 2回

２歳～５歳未満 1回

※ ヒブワクチンについては、1月 31 日までに接種を受けた場合、接
種費用の 2分の 1（上限 4,000 円）を助成します（所得制限あり）。

ど
は
、
接
種
費
用
全
額
を
医
療
機
関
で
支

払
っ
た
後
に
、
町
へ
助
成
限
度
額
の
範
囲
内

で
払
い
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
後
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
接
種
を

証
明
す
る
書
類
（
接
種
済
証
、
母
子
健
康
手

帳
な
ど
）
と
領
収
書
、
払
戻
金
の
振
込
口
座

情
報
、
印
鑑
を
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
へ
持

参
し
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
手
続
き
は
助
成
期
間
内
に
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

医
療
費
・
介
護
費
の
自
己
負
担
額
を
軽
減
し
ま
す
！

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
を
利
用

し
、
そ
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
て
い

る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

本
号
で
は
、
高
齢
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
よ
う
、
医
療
保
険
の
う
ち
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
（
後
期
医
療
）
と
介
護
保
険
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

制
度
の
目
的

　

医
療
保
険
や
介
護
保
険
で
は
、
一
ヵ
月
ご

と
の
自
己
負
担
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
超
え
て
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
は
、

高
額
療
養
費
（
医
療
）
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
（
介
護
）
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
医
療
と
介
護
の
両
方
が
重
な
る

場
合
、
１
回
ご
と
の
自
己
負
担
は
少
な
く
て

も
、
長
期
間
継
続
的
に
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
と
家
計
に
与
え
る
負
担
は
決
し

て
軽
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
年
単
位
で
さ
ら
に
家
計
負
担
を

緩
和
し
よ
う
と
平
成
20
年
４
月
に
本
制
度
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

合
算
の
範
囲
な
ど

　

基
準
日
（
７
月
31
日
）
時
点
で
加
入
し
て

い
る
後
期
医
療
の
世
帯
が
、
計
算
期
間
中
に

後
期
医
療
と
介
護
保
険
の
両
方
を
負
担
し
た

場
合
に
合
算
し
ま
す
。
た
だ
し
、
住
民
票
上

申
請
方
法

　

対
象
世
帯
に
は
２
月
下
旬
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
振
込
口
座
情
報
を
確

認
で
き
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
を
持
参
し
、

役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 制

度
の
概
要

　

世
帯
内
の
後
期
医
療
の
被
保
険
者
全
員
が

１
年
間
（
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
）
に
支
払
っ
た
後
期
医
療
と
介
護
保
険
の

※

自
己
負
担
合
算
額
が
算
定
基
準
額
（
左
表
）

を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
部
分
を
支
給
し
ま

す
。

　

※ 
高
額
療
養
費
と
高
額
介
護（
予
防
）サ
ー

ビ
ス
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

負担区分 算定基準額
現役並み
所得者

67万円

一般 56万円

区分
Ⅱ 31万円
Ⅰ 19万円

負担区分と算定基準額

※ 算定結果が 500円以下の場合は支給
しない。

※区分Ⅱ…
　住民税非課税世帯（世帯員全員）
※区分Ⅰ…
　 世帯員全員の各種所得から必要経
費や控除（年金所得は控除額を 80
万円として計算）を差引いたときに
0円である場合

で
同
一
世
帯
で
も
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
が
異
な
る
と
き
は
別
世
帯
と
な
り
合
算
で

き
ま
せ
ん
。（
左
図
）

　

な
お
、
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド

代
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

合算の範囲

住民票上の世帯

父
後期医療被保険者

母
後期医療被保険者

世帯主
国保被保険者

妻
社会保険被保険者

（本人）

子
社会保険被扶養者

後期医療の高額医療・高額介護合
算療養費制度における世帯

　原診療所は、公立村岡病院から医師の派遣を受

けて隔週木曜日に診療を行ってきましたが、今年

4月からは、公立村岡病院からの医師の派遣が困

難な状況となりました。

　町としては、後任の医師の招へいに全力で取り

組んでいるところですが、現在のところ医師が確

保できる状況には至っておりません。

　町民の皆さんには大変ご不便、ご迷惑をおかけ

することになりますが、今年 4月から原診療所は、

休診させていただきます。

　また、川会診療所は隔週木曜日に診療を行って

きましたが、今年 4月から毎週木曜日の診療と

なります。

　ご理解いただきますようお願いします。

原診療所の休診と
川会診療所の診療日変更
●問い合わせ先　役場健康課
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

受
付
対
象
業
種

　

物
品
販
売

　

 （
対
象
品
目
は
衣
服
、

図
書
類
、
車
両
類
、

家
具
類
、
電
気
・
通

信
用
機
器
類
、
事
務

用
機
器
類
、
事
務
用

品
類
な
ど
）

　

※ 

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間

　

平
成
23
年
度

　

（
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
）

受
付
期
限
・
提
出
先　

　

３
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

申
請
書
様
式

　

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
内
容
の
公
表

　

規
定
に
よ
り
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
業
者

は
そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

町
と
物
品
納
入
取
引
を
希
望
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

物
品
入
札
参
加
資
格
の
追
加
登
録
申
請

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

町
と
物
品
納
入
の
取
引
（
原
則
80
万
円
以

上
）
を
希
望
す
る
町
内
業
者
（
町
内
に
本
店
、

支
店
、
営
業
所
な
ど
が
あ
る
事
業
者
）
は
、

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指
名
願
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
平
成
22
〜
23
年
度
の
２
年

間
を
有
効
と
す
る
申
請
を
行
っ
た
事
業
者
は
、

今
回
、
あ
ら
た
め
て
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
（
新
規
で
の
受
付
を
希
望
す
る
事
業

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
）。

番号 書類の種類 備考

① 一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請書

② 印鑑証明書 写し可

③ 町税に係る納税状況閲覧承諾書

④ ※ 1 委任状

⑤ 使用印鑑届

⑥ ※ 2 法人登記簿謄本 写し可

⑦ ※ 3 代表者の身分証明書 写し可

⑧ ※ 4 営業所一覧表

※ 1　本店から支店、営業所などに権限委任を受ける場合
※ 2　申請者が法人の場合
※ 3　申請者が個人事業者の場合
※ 4　該当する場合

提出書類一覧

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

通
信

い

き
い
き

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
介
護
予
防
！

　

身
近
な
こ
と
の
実
践
が
介
護
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
介
護

予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
体
を
動
か
そ
う
！

　

体
を
動
か
さ
な
い
と
筋
力
は
次
第
に
衰
え

ま
す
。
毎
日
の
運
動
は
筋
肉
や
骨
だ
け
で
な

く
、
呼
吸
や
循
環
器
に
も
良
い
影
響
を
与
え

ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
で
も
、
体
操
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う
！

　

た
ん
ぱ
く
質
（
魚
、
肉
、
大
豆
製
品
な
ど
）

が
不
足
し
が
ち
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
水
分
も
こ
ま
め
に
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

口
の
中
は
い
つ
も
清
潔
に
！

　

加
齢
と
と
も
に
だ
液
の
分
泌
が
減
り
、
む

せ
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
か
ん
で
、

口
の
中
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
定

期
的
に
歯
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

出
か
け
る
習
慣
を
つ
け
よ
う
！

　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
を
続
け
る
と
、

心
身
と
も
に
不
健
康
に
な
り
ま
す
。
趣
味
や

地
域
の
集
ま
り
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。　

認
知
症
を
予
防
し
よ
う
！

　

認
知
症
は
加
齢
と
と
も
に
、
だ
れ
も
が
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
早
め
に
相
談
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

う
つ
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

「
疲
れ
や
す
い
」、「
意
欲
が
わ
か
な
い
」

な
ど
い
つ
も
と
違
う
な
と
思
っ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
に
関
す
る
こ
と
や
健
康
づ
く
り
、
ま

た
福
祉
医
療
な
ど
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

足腰の力をつけましょう！

（ひざ伸ばし運動）

バランス力を高めましょう！

（足の指グーパー運動）

グー

パー
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

今
年
３
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
る
（
社
）
全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
の
平
成
22
年
度

海
外
研
修
に
、
全
国
の
大
学
柔
道
選
手
の
代
表
と
し
て
男
子
60
㎏
級
の
藤
原
慎し

ん

ぺ

い平
さ
ん

（
香
住
区
若
松
、
21
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
に
は
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
男
子
15
人
、
女
子
６
人
の
総
勢
21
人
が
参
加
。

３
月
６
日
に
結
団
式
を
行
っ
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
や
モ
ナ
コ
な
ど
で
現
地

選
手
と
の
合
同
練
習
や
親
善
試
合
な
ど
通
し
て
交
流
を
深
め
、
15
日
に
帰
国
す
る
予
定

で
す
。

　

藤
原
さ
ん
は
大
阪
産
業
大
学
３
回
生
で
、
海
外
研
修
に
参
加
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
。
副
幹
事
長
を
務
め
る
関
西
学
生
柔
道
連
盟
か
ら
の
推
薦
で
参
加
が
決
ま
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

 

香
住
小
学
校
４
年
の
と
き
に
担
任
教
諭
の
誘
い
で
柔
道
を
始
め
、
現
在
は
同
大
柔
道

部
に
所
属
し
、
２
段
の
腕
前
。
身
長
１
６
３
㎝
と
今
回
の
選
手
団
の
中
で
は
小
柄
な
が

ら
、
外
見
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
粘
り
強
さ
で
勝
負
す
る
タ
イ
プ
で
、
得
意
技
は
背
負

い
投
げ
だ
そ
う
で
す
。
日
本
代
表
と
し
て
「
日
韓
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
オ
ー
ル

ス
タ
ー
戦
」
に
出
場
し
た
兄
、
陽
平
さ
ん
の
姿
を
見
て
大
変
励
み
に
な
り
、
日
々
柔
道

に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

「
海
外
の
選
手
だ
け
で
は
な
く
、
同
行
す
る
日
本
人
選
手
の
技
や
ス
タ
イ
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
吸
収
し
た
い
」
と
出
発
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
藤
原
さ
ん
。
選

手
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
研
修
団
の
コ
ー
チ
と
選
手
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
兼
ね
て
い
て
「
自
分
自
身
の
将
来
の
た
め
に
も
、
人
を
ま
と
め
る
力
を
養
い

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

遠
い
異
国
の
地
で
受
け
る
刺

激
を
今
後
の
糧
に
し
た
い
と
語

る
藤
原
さ
ん
は
「
将
来
は
柔
道
の

コ
ー
チ
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
指
導
し
て
い
き
た
い
」
と
未
来

を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

 
己
を
磨
く
た
め
に
海
外
へ
！　

　

藤
原
さ
ん
が
柔
道
の
日
本
代
表
と
し
て
海
外
研
修
に
参
加

賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

＜消費生活相談窓口＞

●役場消費生活相談窓口（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

消
費
生
活
相
談

　

前
号
で
説
明
し
た
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

金
利
」
に
つ
い
て
、
補
足
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

前
号
で
、
出
資
法
と
利
息
制
限
法
の

上
限
利
息
の
差
の
部
分
を
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
」
と
説
明
し
ま
し
た
が
、

昨
年
６
月
18
日
に
貸
金
業
法
が
改
正
さ

れ
、
こ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
が
撤
廃

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
法
改
正

で
出
資
法
の
上
限
金
利
が
29
・
２
％
か

ら
20
％
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
も
…

　

法
改
正
以
前
に
借
金
し
た
場
合
は
そ

の
時
点
で
の
金
利
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
も
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
で
返
済

し
て
い
る
人
は
多
く
、
過
払
い
金
の
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
は
無
効
で
あ
り
、

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
も
し
か
す
る
と
自
分
は
該
当
す
る

の
で
は
…
」
と
思
う
人
は
で
き
る
だ
け

早
く
手
続
き
を
行
い
、
正
し
い
金
利
で

計
算
し
直
し
て
払
い
過
ぎ
た
お
金
を
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

法
改
正
に
よ
る
新
た
な
規
制

　

借
り
過
ぎ
、
貸
し
過
ぎ
の
総
量
規
制

や
、
借
入
残
高
が
年
収
の
３
分
の
１
を

超
え
る
場
合
に
新
規
の
借
り
入
れ
が
で

き
な
い
、ま
た
、借
り
入
れ
の
際
に
「
年

収
を
証
明
す
る
書
類
」
が
必
要
と
な
る

な
ど
の
規
制
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

元本

金利

100 万円10万円

15.0％

18.0％
20.0％

29.2％
出資法の
上限金利

利息制限法の
上限金利

＜グレーゾーン金利＞
（支払う必要なし）

無効・刑事罰対象

法改正前

元本

金利

100 万円10万円

15.0％

18.0％
20.0％

29.2％

出資法の
上限金利

利息制限法の
上限金利

無効・刑事罰対象

行政処分対象

引
き
下
げ

法改正後
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　町では、公共事業の選択や実施に当たり、投資効率

や実施過程の透明性を高めるため、その必要性や効果

などについて評価を受けています。

　このたび開催された審査会で、平成 23年度以降に

実施予定の事業について審査があり、次の事業が原案

のとおり認定されました。

　なお、公共事業の審査は香美町公共事業評価審査会

（内部審査会）で行われました。

審査結果のお知らせ
公共事業評価

●問い合わせ先　役場企画課

事業名 事業内容など

道路改良事業

（西浜線道路新設改

良事業）

安全かつ円滑な道路交通の確保、道

路利用者の利便性の向上、緊急車両

の進入路確保、冬季降雪時の幅員狭

小による交通障害を解消する。

審査結果一覧表

　広報「ふるさと香美」第 70 号 ( 平成 23 年 1 月号 )

の記事に、以下のとおり誤りがありました。

　関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしました

ことをお詫びして、訂正いたします。

・ 5 ページの「速報 国勢調査 2010」の記事のうち、表中、

香美町の平成 17年対比世帯数と人口がそれぞれ「△

187」、「△1,723」とありますが、正しくは「△177」、「△

1,742」でした。

・ 7 ページの「民生委員・児童委員の紹介」の記事のう

ち、表中、小代区の古岡安生さんの振り仮名が「やす

よ」さんとありますが、正しくは「やすお」さんでした。

・ 9 ページの「いきいき通信」の記事のうち、図中、要

介護原因のその他が「27.8％」とありますが、正しく

は「23.1％」でした。

◆お詫びと訂正◆

平成23年 7月 24日のアナログ放送終了まで…

あと164164 日

問い合わせ先
地デジコールセンター ℡ 0570・07・0101
（平日 9:00 ～ 21:00、土日祝日 9:00 ～ 18:00）

（本号の発行日をもとに計算）

文 

芸 

か 

み

真ま

さ

ご砂
俳
句
会　

一
月
句
会
よ
り

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

福
の
お
も
た
き
戎

え
び
す
ざ
さ笹

か
な
但
馬
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有あ

り

た田 

美
代
子

初
句
座
に
出
席
叶
い
幸
先
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

美
佐
子

老
い
る
ほ
ど
に
似
て
く
る
姉
妹
初
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

門
川
の
捨
て
雪
海
へ
向
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

艾も

ぐ

さ

や屋
も
い
ま
は
な
き
町
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 
光
代

滲に

じ

み
た
る
卯う

の
一
文
字
の
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君き

み

か香

初
凪
の
湾
に
水み

お尾
引
く
磯
見
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二ふ

み

こ

三
子

目
と
鼻
の
先
の
暮
ら
し
の
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内 

よ
ね
子

注し

め

か

ざ

連
飾
り
閂

か
ん
ぬ
き

朽
ち
し
農
小
屋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

数
え
日
の
庫く

り裏
に
新
た
な
火ひ

ぶ

せ

ふ

だ

伏
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶ふ

み

こ

微
子

丸
や
四
角
を
問
わ
ず
目め

で

た

出
度
き
雑
煮
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜き

み美

あ
る
が
ま
ま
を
喜
び
て
生
く
去こ

ぞ年
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

新
玉
の
湾
に
並
べ
る
休
漁
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）　

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 23年 1月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、

運
動
不
足
に
夜
更
か
し
…
。

　

普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い

る
こ
と
が
、
実
は
自
分
の
体

を
痛
め
つ
け
て
い
る
か
も
。

　

気
付
か
な
い
う
ち
に
送
ら

れ
て
い
る
体
か
ら
の
「
Ｓ
Ｏ

Ｓ
﹈。
そ
ん
な
声
に
耳
を
傾

け
、
素
直
な
気
持
ち
で
健
診

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

１
年
に
１
回
、
働
き
者
な

世
界
最
高
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
」

に
恩
返
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

私
も
今
年
こ
そ
は
人
間
ド
ッ

ク
に
…
。　
　

（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※このコーナーは、先月（12/18 ～ 1/23）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（12/18 ～ 1/23）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

国
道
４
８
２
号
の
早
期
整
備
を
！

香
美
町
・
若
桜
町
国
道
４
８
２
号
早
期
整
備
完
成
を
進
め
る
会
が
設
立
（
12
月
22
日
、
小
代
地
域
局
）

　

香
美
町
と
鳥
取
県
若
桜
町
を
結
ぶ
国
道
４
８
２
号
の
早
期
整
備
を
目
指
し
、
両

町
の
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
て
早
期
整
備
完
成
を
進
め
る
会
の
設
立
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

国
道
４
８
２
号
は
京
都
府
宮
津
市
と
鳥
取
県
米
子
市
を
結
ぶ
全
長
３
２
９
・
６

㎞
（
開
通
区
間
）
の
一
般
国
道
で
、
京
都
、
兵
庫
、
鳥
取
、
岡
山
の
１
府
３
県
を

結
ぶ
も
の
。
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に
国
道
に
昇
格
し
ま
し
た
。
当
時
は
４
ヵ

所
の
未
開
通
区
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、
た
ん
た
ん
ト
ン
ネ
ル
（
京
都
府
京
丹
後
市

〜
豊
岡
市
）、
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
（
豊
岡
市
〜
香
美
町
）、
ま
ぢ
ト
ン
ネ
ル
（
鳥
取
県

八
頭
町
〜
鳥
取
市
）
な
ど
で
整
備
が
進
み
、現
在
は
１
ヵ
所
（
香
美
町
〜
若
桜
町
）

の
み
未
開
通
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
香
美
、
若
桜
の
両
町
長
、
議
会
議
長
を
は
じ
め
兵
庫
、
鳥
取
両
県

の
土
木
事
務
所
担
当
者
、県
会
議
員
な
ど
約
30
人
が
出
席
。
冒
頭
、両
町
長
が
「
共

通
の
利
益
を
確
保
、
増
進
す
る
た
め
国
道
４
８
２
号
の
早
期
整
備
、
完
成
を
進
め

る
会
を
設
立
す
る
」
と
宣
言
。
初
代
会
長
に
長
瀬
町
長
が
就
任
し
、
事
務
局
を
香

美
町
に
置
く
こ
と
な
ど
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
瀬
町
長
は
「
こ
の
国
道
は
香
美
、
若
桜
両
町
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
重
要

な
道
路
。
以
前
か
ら
の
つ
な
が
り
を
さ
ら

に
強
く
し
、
両
町
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る

よ
う
積
極
的
に
整
備
を
働
き
か
け
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
未
開
通
と
な
っ
て
い
る
香
美
、

若
桜
の
町
境
は
町
道
岩
小
屋
線
が
連
絡
し

て
い
ま
す
が
、
度
重
な
る
災
害
に
よ
る
復

旧
工
事
は
完
了
し
た
も
の
の
、
安
全
対
策

が
不
十
分
な
た
め
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

ま
す
。
所
管
す
る
新
温
泉
土
木
事
務
所
に

よ
る
と
、
こ
の
付
近
で
の
防
災
工
事
に
取

り
組
む
一
方
、
町
道
の
国
道
へ
の
早
期
昇

格
を
目
指
す
と
と
も
に
、
順
次
、
整
備
を

行
う
と
の
こ
と
で
す
。

▲ 設立宣言書に署名し、今後の整備促進を誓い握手を交わす長瀬町長
（写真左）と小林昌司若桜町長（写真右）

　

村
岡
区
内
の
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
21
人
が
参
加
し
た
同
大
会
。

　

20
回
の
節
目
を
迎
え
た
今
回
の
題
字
は
、
今
年
１
年
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
素

晴
ら
し
い
年
と
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
選
ば
れ
た
テ
ー
マ
、「
風
光
る
初
春

の
里
」
の
漢
字
５
文
字
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
学
年
ご
と
に
班
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
１
文
字
を
担
当
。
一
人
あ
た
り
２
枚
の
書
を
し
た
た
め
、
講
師
が
１

枚
を
選
び
ま
す
。

　

普
段
は
小
さ
な
筆
を
使
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。
講
師
か
ら
「
文
字
を
正
し

く
、
丁
寧
に
書
く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
今
日
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
筆

を
紙
に
ぶ
つ
け
て
欲
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、
１
２
０
㎝
四
方
の

画
仙
紙
を
相
手
に
、
自
分
の
思
い
を
筆
に
託
し
て
書
き
初
め
に
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
初
め
て
参
加
し
、「
光
」
の
字
を
書
い
た
片
山
美み

お桜
さ
ん
（
射
添
小
3
年
、

村
岡
区
入
江
）
は
「
こ
の
書
き
初
め
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
筆

は
重
く
て
書
く
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔

で
の
び
の
び
と
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
の
特
選
以
上
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

特
別
賞
▼
西
田
す
ず
乃
（
兎

塚
小
５
年
、
村
岡
区
日
影
）、

特
選
▼
井
上
太た

い

ち智
（
村
岡
小
４

年
、
同
区
西
本
町
）、
中
村
睦

む
つ
み

（
兎
塚
小
５
年
、
同
区
川
会
）、

宅
見
悠ゆ

う

と杜
（
射
添
小
２
年
、
同

区
柤
岡
）

紙
い
っ
ぱ
い
に
夢
や
希
望
を
表
現
！

平
成
23
年
村
岡
区
新
春
ジ
ャ
ン
ボ
書
初
大
会
（
1
月
8
日
、
村
岡
体
育
館
）

▲ 勢いよく「里」の字を書く参加者
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子
ど
も
の
発
熱
時
の
対
応
な
ど
、
乳
幼
児
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
同
セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
乳
幼
児
な
ど
を
育
て
る
母
親
な
ど
約
30
人
が
参
加
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
保
護
者
に
小
児
救
急
の
正
し
い
知
識
を
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
今
年
度
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
村
岡
区
で
12
月
18
日
に
行
わ
れ
、
今
回

が
２
回
目
。
発
熱
の
原
因
や
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
現
役
医
師
が
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
公
立
浜
坂
病
院
内
科
の
山
田
博
之
医
師
が
、
医
師
不
足
や
地
域
に
あ
っ

た
医
療
体
制
は
ど
う
い
う
も
の
か
な
ど
、
地
域
医
療
の
現
状
や
問
題
点
を
提
起
。

そ
の
後
、
公
立
村
岡
病
院
総
合
診
療
科
の
南
建け

ん
す
け輔

医
師
が
「
こ
ど
も
の
救
急 

〜

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
子
ど
も
の
突
然
の
発
熱
に
家
庭

で
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。「
見
た
目
や
呼
吸

状
態
、
皮
膚
の
色
な
ど
、
子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
事
。
ど

れ
か
一
つ
で
も
異
常
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
受
診
を
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
育
児
中
の
母
親
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
託
児
所
も
開
設
。
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
学
童
保
育
（
ス
マ
イ
ル
香
住
）
で
保
育
体
験
を
し
て
い
る
香
住

高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
の
生
徒
６
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
子
ど
も
を

保
育
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
ろ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

１
歳
の
女
の
子
を
育
て
る
磯
田
理
恵
さ
ん
（
香
住
区
一
日
市
）
は
「
自
宅

で
子
ど
も
が
発
熱
し
た
と
き
は
不
安
に
感
じ
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、

受
診
の
目
安
や
見
た
目
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
が
よ
く
分
か
り
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
託
児
所
に
預
け
る
こ
と
も
で
き
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
や
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
で
困
っ
た
際
、

次
の
電
話
相
談
で
看
護
師
な
ど
に
た
ず
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

『
小
児
救
急
電
話
相
談
』

℡ 

＃
８
０
０
０
（
全
国
共
通
）

　

（
受
付
時
間　

平
日
、
土
曜
日
は
午
後
６
時
〜
午
前
０
時
、
上
記
以
外
は
午
前
９
時
〜
午
前
０
時
）

子
ど
も
の
救
急
、
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！

香
美
町
地
域
医
療
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
（
１
月
22
日
、
香
住
文
化
会
館
）

▲託児所では香住高校生徒が子ども相手に「奮闘」

▲スライドを使って分かりやすく説明

　

地
元
産
の
も
の
を
お
い
し
く
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
産
地
消
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
町
内
の
３
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
（
香
住
、
村
岡
、
小
代
）。

　

１
月
14
日
に
は
町
内
の
全
小
中
学
校
の

給
食
に
キ
ス
の
天
ぷ
ら
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
天
ぷ
ら
は
地
元
で
水
揚
さ
れ
た
キ

ス
を
青
の
り
入
り
の
衣
で
揚
げ
た
も
の
で
、

そ
の
名
も
「
キ
ス
の
香
住
揚
げ
」。
こ
れ
ま

で
か
ら
、
各
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ
魚

を
使
っ
た
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、

も
っ
と
魚
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
こ

の
日
は
全
校
で
一
斉
に
同
じ
料
理
を
出
し

ま
し
た
。
今
後
も
月
１
回
以
上
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
い
、
魚
食
普
及
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
記
念
日
の
１
月
24

日
に
は
村
岡
区
内
の
幼
稚
園
や
小
中

学
校
で
「
シ
カ
ウ
イ
ン
ナ
ー
」
が
給
食

に
登
場
。
こ
れ
は
、
近
年
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
獣
害
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
と
同
時
に
命
の
大
切
さ
な
ど
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
シ
カ
肉
の
燻

製
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
生
活
工
房

香こ

う

み

え

ん

味
煙
の
井
上
利
夫
さ
ん
（
村
岡
区
福

岡
）
か
ら
村
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

射
添
小
学
校
６
年
の
中
村
洋
平
く

ん
（
村
岡
区
長
板
）
は
「
ち
ょ
っ
と
固

い
け
ど
、
と
っ
て
も
お
い
し
い
」
と
笑

顔
で
シ
カ
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
ほ
お
張
っ

て
い
ま
し
た
。

海
の
も
の
、
山
の
も
の
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

学
校
給
食
に
地
元
産
食
材
を
使
っ
た
献
立
が
登
場
（
１
月
14
日
、
24
日
）

▲ キスの天ぷら、とってもおいしい！（香住小学校）

▲ シカウインナーもおいしいよ！（射添小学校）
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（平成 23 年 1 月 1 日現在）

合　計　20,941 人（－  16）

　男　　 9,972 人（－   9）

　女　　10,969 人（－   7）

世帯数  6,899 世帯（＋   3）
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９
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教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

で
は
経
筒
と
は
何
で
し
ょ
う
。
今
か
ら
約
１
０
０
０
年
前
、
平
安
時

代
中
期
に
末
法
思
想
と
い
う
考
え
方
が
流
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
仏
教
の

予
言
の
一
つ
で
、
お
釈し

ゃ

か迦
さ
ま
が
亡
く
な
っ
た
後
、
世
界
が
乱
れ
て
仏

教
の
尊
い
教
え
が
忘
れ
去
ら
れ
る
と
予
言
し
た
も
の
で
す
。
平
安
時
代

中
期
、
そ
れ
ま
で
の
貴
族
に
よ
る
政
治
か
ら
武
士
に
よ
る
政
治
へ
と
流

れ
が
代
わ
る
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
頻
繁
に
起
こ
る
飢き

き

ん饉
な
ど
で
人
々

の
生
活
や
治
安
も
悪
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
末
法
思
想
と
現
実

の
社
会
が
重
な
り
、
人
々
の
不
安
は
と
て
も
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
仏
教
の
予
言
に
は
56
億
７
０
０
０
万
年
後
に
弥み

ろ

く

ぼ

さ

つ

勒
菩
薩
が
現
れ
て

す
べ
て
の
人
を
救
済
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
人
々
は
、
末
法
思
想
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
そ
し

て
尊
い
仏
教
の
教
え
を
56
億
７
０
０
０
万
年
後
ま
で
残
し
て
い
こ
う
と
、

経
文
を
写
経
し
て
納
め
ま
し
た
。
こ
の
経
文
を
納
め
た
筒
が
経
筒
で
す
。

そ
し
て
、
世
の
乱
れ
に
よ
っ
て
経
筒
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

地
面
に
埋
め
ま
し
た
。
そ
の
埋
め
た
塚
を
経
塚
と
い
い
ま
す
。
経
筒
、

経
塚
は
未
来
に
願
い
を
託
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
な
も
の
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

帝
釈
寺
所
蔵

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
青
銅
製
経
筒
」
で
す
。
前
回
の
絹け

ん

ぽ

ん本
著

ち
ゃ
く
し
ょ
く色

釈し

ゃ

か迦
十じ

ゅ

う

ろ

く

ぜ

ん

し

ん

ぞ

う

六
善
神
像
の
よ
う
に
難
し
そ
う
な
文
字
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。「
名
は
体
を

表
す
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
通
り
、
そ
の
名
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
読
み
と
れ
ま
す
。
最
初
の
青
銅
製
は
青
銅
と
い
う
金
属
で
作
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
青
銅
は
銅
と
ス
ズ

を
混
ぜ
た
合
金
の
こ
と
で
、
銅
よ
り
硬
く
、
鉄
よ
り
加
工
し

や
す
い
も
の
で
す
。
日
本
に
は
約
２
３
０
０
年
前
、
弥
生
時

代
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時

代
、
青
銅
は
銅ど

う

た

く鐸
や
銅
剣
、
銅
鏡
な
ど
に
加
工
さ
れ
、
武
器

や
権
力
を
示
す
道
具
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
経
筒
に
は
銅
製
の
も
の
が
多
く
、
こ
の
経
筒
も
銅
製

経
筒
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
し
て
い
る
青
銅

製
経
筒
は
帝
釈
寺
（
香
住
区
下
浜
）
の

北
西
に
あ
る
八や

は

た幡
神
社
境
内
の
経
塚
か

ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
お
経

を
印
刷
し
た
版は

ん

ぎ木
を
焼
い
た
灰
が
納
め

ら
れ
た
経
筒
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
伝
承
が
あ
り
、
神
社
境
内
を
改
修
し

た
際
に
伝
承
ど
お
り
こ
の
経
筒
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
発
見
当
時
は
経

筒
の
中
に
灰
が
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
土
し
た
数
点
の
う
ち
、
完
全
な
形
を
残
し
た
も
の
が
町
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
筒
は
高
さ
22
・
８
㎝
、
直
径
８
・

５
㎝
。
ふ
た
の
中
心
部
分
が
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
宝ほ

う

じ

ゅ

が

た

珠
形
の
取
っ
手

が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ふ
た
の
形
は
但
馬
地
方
で
多
く
見
ら

れ
、
県
南
部
で
は
あ
ま
り
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
筒
の
部
分
は
銅
の
板

を
丸
め
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
青
色
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は

緑
ろ
く
し
ょ
う青

と
呼
ば
れ
る
銅
の
さ
び
が
表
面
を
覆
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
作
ら

れ
た
当
時
は
金
色
に
輝
く
筒
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
塚
や
経
筒
は
県
内
70
ヵ
所
余
り
で
確
認
さ
れ
て
い
て
、

な
か
で
も
豊
岡
市
出
石
町
の
田た

だ

ち

多
地
経
塚
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
経
筒

内
に
経
文
が
残
っ
て
お
り
、
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
い
昔
の
人
々
が
祈
っ
た
未
来
の
平
穏
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
そ
う

し
た
人
々
の
思
い
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

青
せ

い

ど

う

せ

い

銅
製
経

き

ょ

う

づ

つ筒

町
指
定
文
化
財

▲ 青銅製経筒が出土した八幡神社
（香住区下浜）


